
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）本年度重点的に取り組む独自評価項目（本校の特色）

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し 達成度

（評価） 実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育
　　（郷土愛）

〇佐賀や日本の導き手を育成する
ための地域（家庭）の協働意識の向
上

〇「学校は地域（家庭）と連携して、特色ある教育活動を行っ
ている。」と答える児童を８０％以上にする。

・地域住民（保護者）に学校行事への参加・参画を依頼する。
・児童が地域行事に参加しやいように、地域からの情報を学校でも伝え
る。
・職員も年間３回を目標に、ＰＴＡ・地域行事（夏祭り、文化祭など）に参加・
参画する。

Ｂ

・今年度は、地域住民の学校行事への参加
が難しい状況となっているが、意義を踏まえ
ながら形を変えてできるだけ実施している。
・職員のＰＴＡ・地域行事へもできるだけ参加
している。

Ｂ

・地域住民の学校行事への参加を、何とか形を変えてでもでき
ないかと模索したが、コロナウィルス感染拡大が収まらず、参
加が実現しなかった。
・ありがとう集会は行わなかったが、間接交流として、お礼の手
紙とプレゼントを渡した。地域の方からお礼の言葉や手紙をい
ただき、来年に繋げることができた。
・職員のＰＴＡ・地域行事への参加もできなかった。来年度は、
今年度よりも少しでも参加ができるように、呼びかけを行い、意
識付けを行っていきたい。

・

主幹教諭
指導教諭
教　頭

○「ほめほめ活動」
〇自己肯定感・自己有用感の高揚

〇「友達のよいところを認め、ほめている。」と答える児童を８
０％以上にする。

・各学級で、帰りの会等を利用して、級友を認め合う。
・給食の時間に「ほめほめタイム」を実施し、全校児童を呼名してほめ合
う。
・計画委員会で「ぽかぽかポスト」を設置し、「友達の善行」「してもらってう
れしかったこと」を募り、紹介する。

Ａ

・給食の時間に「ほめほめタイム」を実施し、
今のところ全校児童の３分の２程度の児童を
ほめることができている。
・計画委員会は「友達の善行」「してもらってう
れしかったこと」、環境委員会は靴が並んで
いたクラスを給食の時間に放送で紹介してい
る。

Ａ

・給食時間の「ほめほめタイム」を実施し、全校の
約５分の４の児童をほめることができた。
・計画委員会はぽかぽかポストを設置し、ほめほ
めタイムで毎日「友達の善行」と「してもらってうれ
しかったこと」を募って紹介している。
・学校評価において、７６％の児童と８７％の保護
者が友達の良いところを認め、ほめていると答え
た。

・

指導教諭
教　頭
主幹教諭

○人間形成の土台づくり
〇「時を守り　場を清め　礼を正す」
態度の育成

〇「『時を守り　場を清め　礼を正す』に気を付けて生活してい
る。」と答える児童を９０％以上にする。

・朝の放送、昼の放送の時、「時を守り、場を清め、礼を正す」という言葉
から始めることで、常に児童に意識させる。 Ａ

・朝の黙想の放送や昼のほめほめの放
送は「時を守り、場を清め、礼を正す」と
いう言葉から始め、常に児童に意識させ
ることができた。今後も継続していきた
い。

Ａ

・朝の黙想タイムの放送時に「時を守り　場を清め
礼を正す」という言葉から始め、継続して放送する
ことで、児童に意識させることができた。放送の内
容も「時　場　礼」について、児童の日頃の生活の
様子を褒めることで、意識付けができた。

・

主幹教諭
指導教諭
教　頭

（２）共通評価項目（重点４項目）

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し 達成度

（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○児童が自ら進んで学習活動に取り
組む授業の実践

〇「授業中、自ら進んで学習活動に取り組んでいる。」と答え
る児童を８０％以上にする。

・自力解決を促すような学級共通の「問い」を設定する。
・すべての児童が自律的に学習に取り組めるよう、業間の過ごし方や授
業の進め方、授業の流れを全校で統一して共通確認して実践する。

Ａ

・全校で授業研究に取り組み、国語
の授業改善を行った。児童が問題
意識をもって学習に臨み、友達と学
び合う活動に取り組むようになった。

Ａ

・校内研究の取り組みで、自ら解決したくなるような学級
共通の「問い」を立て、言葉を根拠に考え、友達と交流す
る学習活動を行った。児童が疑問に思ったことを大切に
した「問い」に向かって学習に取り組むことで、国語科で
は主体的に文章を読んだり、友達との交流活動で考えを
深めたりするようになり、学校評価アンケートでも、「授業
中、自ら進んで学習活動に取り組んでいる」項目が３ポイ
ント向上し、８１％となっている。

・

まなび部
髙木
江口

〇児童が自ら進んで取り組む家庭学
習の充実

〇「自ら進んで家庭学習に取り組んでいる。」と答える児童を
９０％以上にする。

・授業と関係付けた宿題の出し方や自主学習の在り方を検討し、学年の
実態に応じた内容や量を提示する。
・家庭学習に頑張って取り組んでいる児童の自学ノートを掲示する。
・「すこやか点検」で家庭学習時間を確かめる。

Ａ

・自学掲示板を設置したことで、児
童の自学に対する意欲が高まり、友
達の自学ノートを参考に自学に取り
組むようになった。

Ｂ

・「自学掲示板」の設置によって友達や他学年の児童の学習の様子にふ
れることで、児童の学習意欲や創意工夫して学ぶ意識の高まりが見られ
た。また、「すこやか点検」で各学年で目安としている学習時間を示して
家庭学習に取り組んでいるか意識喚起を行い、点検期間は家庭でも児
童によく声をかけてもらい、家庭との連携が取れていた。学校評価の「自
ら進んで家庭学習に取り組んでいる。」と答える児童は81％で目標に到
達できなかったが、家庭学習に関しては、家庭環境の状況や個人差があ
り、指導の徹底の難しさを感じる。児童の学習意欲の向上など、継続的
に指導が必要である。

・

まなび部
中野
山田文

●全職員による共通理解と共通実践
●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を
達成した教師を８０％以上にする。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等により取組の促
進を図る。
・PDCAサイクルを意識した単元ごとの振り返りをもとに、指導の工夫改善
を行う。

Ｂ

・各学年で、単元計画を練ったり、
ワークシートや教具を作成したりし
て、指導の工夫改善を行った。

Ａ

・校内研究に関する授業だけではなく、日々
の授業においても、児童の学力向上と若手教
職員の指導力向上のため、学年共同でワー
クシートや授業プランをつくるなど、よりよい
授業づくりに取り組むことができた。

・

まなび部
原
髙木

○整理整頓の意識付け ○「履物をそろえている。」と答える児童を９０%以上にする。
・靴や上靴、トイレのスリッパは、周りの人に配慮し、そろえるように指導す
る。
・ＩＳＯチェックシートを使って，毎日意識付けを行う。

Ａ

・全校放送による称賛や学年に応じた指導を行っ
たことで、ほとんどの児童が意識をもって、履物を
揃えることができている。
・全クラスが毎日帰りの会で環境ISOチェックを使っ
て、振り返りを行うことができている。今後も継続し
て実施し、意識を高めていきたい。

Ａ

・委員会の児童と職員で定期的な靴箱のチェックを行い、全校
放送で称賛をしたり、呼びかけを行ったりすることで、ほとんど
の児童が意識を持って履物を揃えることができていた。トイレの
スリッパまでは徹底できていないので、次年度も継続して指導
を続けていきたい。
・環境ISOチェックは、どの学級も毎日振り返りを行い、児童も
意識を持って取り組むことができていた。次年度も継続して実
施をしていきたい。

・

くらし部
田原
築波

○無言・無音掃除の徹底
○「話をせず音も立てずに、掃除をしている。」と答える児童を
８０％以上にする。

・掃除時間の前には掃除場所で待ち、始まりとともに黙想をし、心を落ち
着かせて無言・無音掃除をするよう指導を徹底する。
・掃除前に全校放送を行うことで、無言・無音掃除の意識付けを図る。

Ｂ

・全校放送や全教職員の指導が徹底し、掃除開始の黙
想時は無言で待つ児童が80％を超えている。
・掃除の振り返りを放送で一斉に行うことにより掃除終了
時刻が揃い、教室移動がスムーズになってきている。
・掃除中の無言無音は、まだ改善の必要があり、指導の
徹底を図りたい。

Ａ

・掃除の始まりに加えて、掃除の終わりにも黙想をすることで、落ち
着いた清掃活動を行うことができていた。また、学年学級を超えて、
多くの教職員が様々な掃除箇所を見て回ることで、全校が同じ流れ
で取り組むことができていた。
・今年度の取り組みを継続させるためには、新年度の児童・教職員
への声かけや指導の徹底が必要である。意識が下がらないように
徹底していきたい。

・

くらし部
德久
江頭宏

〇「『さん』を付けて友達を呼んでいる。」と答える児童を８０%
以上にする。 ・児童の人権を尊重し、教師自らが模範を示すことで、「さん」を付けて呼

ぶことを意識させる。
Ｂ

・9月や11月の全校朝会時（生活目標の話）
や朝の放送などで全校児童に「さん」を付け
て友達を呼ぶような機会を設けたことで、少し
ずつ児童に意識化されてきた。

Ｂ

・児童アンケートの結果では昨年度の56％か
ら61％へと5ポイン増えた。これは、生活目標
の話や学校行事との関連で児童が意識した
結果ではないかと考えられる。

・

〇「目上の人に、『です』『ます』の敬体で話をしている。」と答
える児童を９０％以上にする。

・「時・相手」を視点に置いた指導を維持するとともに、授業中の発表の際
には、返事を怠ることなく、最後に「です」「ます」を付けることを徹底させ
る。

Ｂ

・授業中の発表の際には、最後に「で
す」「ます」を付けて敬体を遣うことがで
きるようになっている。今後も「時・相手」
を視点においた指導を継続していく。

Ｂ

・児童アンケートの結果では昨年度の91％か
ら86％へと5ポイント減った。児童は学校では
授業中や大人（来賓、保護者など）に対して
は敬体で話をすることはできているので、学
校外でもできるように指導を継続していく。

・

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

〇「友達と楽しく学校生活を送っている。」と答える児童を
９０％以上にする。

・日々の児童の言動等を注視するとともに，毎月「こころのアンケート」を実
施することで，積極的にいじめを見付け，早期に対応する。
・気がかりな児童には，個別の対応を継続する。
・危機管理マニュアルやいじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを用
いて、いじめの兆候があった際の組織的対応を共通理解したり、生指相
会議で情報の共有を図る。
・いじめ対応についての研修、ケース会議等を適時行う。

Ａ

・毎月の「心のアンケート」を実施するこ
とによって、早期に児童の実態を把握
し、対応に繋げることができた。
・生指相会議で毎月、職員間で情報の
交換をし、共通理解を図ることができ
た。
・気になるケースは、管理職等にすぐ連
絡し対応を考え続けることができた。

Ａ

・毎月の「心のアンケート」の実施を続けた。早期に
児童の実態を把握することができ、対応に繋げる
ことができた。またいじめの発見だけでなく、児童と
話すきっかけにもなった。
・生指相会議で引き続き、毎月職員間で情報の交
換を行い、共通理解を図ることができた。
・気になるケースや気になる児童に対して、管理職
等にすぐ連絡し、対応を考え継続していくことがで
きた。

こころ部
田島
岩橋

●「『早寝早起き朝ごはん』を意識して生活している。」と答え
る児童を８０％以上にする。

・「すこやか点検」で、項目に「１０時までに就寝」「決めた時刻までに起き
る」「朝ご飯を食べる」を入れ、集計をとる。
・保健便り、給食便り等で、早寝早起き朝ごはんの大切さを呼びかける。
・「食に関する指導の年間計画」に基づき、各学年の実態に応じた指導を
行う。

Ｂ

・すこやか点検を６月と９月に実施した。各点
検項目の平均はいずれも目標の80％以上で
あったが、就寝時刻が遅い児童が高学年に
多いので、１月にも点検を実施する。
・５年生対象の「健康に関する調査」で、運動
では96％、食事では98％、睡眠では96％の
児童が大切と回答。

Ｂ

・年３回のすこやか点検の結果、年間平均で
は『早寝早起き朝ご飯』の３項目で目標の８
０％以上であったが、１月の結果が全項目そ
れぞれ３％程低い結果となった。コロナ禍で
生活習慣の乱れが目立っているが、今後もす
こやか点検を継続し、規則正しい生活を意識
できるようにしたい。

・

からだ部
福田
川原
宮島

〇「高小流あいさつ」を習慣付け、学校や地域（家庭）でも、
「時と場に応じて、『立ち止まって、お辞儀をして』あいさつをし
ている。」と答える児童を８０％以上にする。

・毎朝、計画委員会で「あいさつ運動」を実施し、毎日、給食時間に「あいさ
つ名人」を紹介する。
・全校朝会で「高小流あいさつ」を紹介し、学期１回、「あいさつ名人」を発
表し、「あいさつ名人バッチ」と賞状を与える。
・「めざせ！あいさつ名人」のポスターを作成・掲示し、日頃から意識でき
るようにする。

Ｂ

・計画委員会で、あいさつの取組状況を把握
し、紹介できている。
・「めざせ！あいさつ名人」ポスターの作成・
掲示を行った。
・職員が一丸となった「あいさつ強化週間」の
設定や各学級での指導等によって「高小流あ
いさつ」の向上がみられるようになった。

Ａ

・「時と場に応じて、『立ち止まって、お辞儀をして』
あいさつをしている。」と答えた児童が82％となっ
た。
・月始めの「あいさつ強化週間」や各学級での指
導、朝の放送でのあいさつに関わる話などにより、
あいさつへの意識が高まっていった。
・児童だけでなく、職員も一緒になり、学校全体で
あいさつをして、気持ちの良い学校生活にしていこ
うという雰囲気づくりをすることで、地域でのあいさ
つにつなげていきたい。

・

からだ部
秋次
鶴田

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限（月45
時間、年間360時間）を遵守し、勤務時間を意識した働き方を
定着させる。

・部会分掌とともに、学年主任と部長の分離、ミドルリーダーの重責化を促
進し、業務の平準化を図る。
・士気を高めて児童と向き合うために「成績２期制」を実施し、評価時期に
は約１０日間の特別校時を設定する。
・会議数（時間）を精選するとともに、同僚同士声を掛け合うことで定時退
勤日（金曜日）の徹底を図る。

Ｂ

・学年主任と各部会長を分離したことで、全体提案
と学年内提案が明確になり、業務に集中して取り
組むことができた。
・成績2期制と評価時期の特別校時を7日間設定し
たことで、成績処理や学級事務等の負担感が軽減
した。
・19時30分退勤を目標とし、金曜日は18時30分退
勤とした。ベテラン教諭や管理職が声かけ等を積
極的に行うことで意識化が図られ、11月までの時
間外在校等時間の月平均が44.7時間であった。

Ｂ

・学年主任と各部長会の業務（役割）分離により、効率化が促
進できた。また、ミドルリーダーを中心とした業務計画を立案・
提示し、責任感の意識化を図った。しかし、ミドルリーダーと学
年部や専門部の業務が重複する傾向も見られたため、業務の
バランスをとることが今後の課題である。
・成績２期制により、評価時期の特別校時を前期７日間、後期
１２日間設定したことで、成績処理や学級事務等の負担感が軽
減した。
・１２月～２月までの時間外在校等時間の月平均が38.4時間、
３月を除く年平均が41.6時間であった。やや減少傾向にある
が、業務改善（効率化）のスキルが必要な職員もいるため、今
後も積極的に管理職や同学年の支援を続けていきたい。

・

教　頭
主幹教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●健康・体つくり
　　　【基盤】 ●望ましい生活習慣の形成

●学力の向上
　　　【時】

●児童が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

●心の教育
　　　【場・礼】

具体的取組

３　本年度の重点目標
「郷土愛の育成」「ほめほめ活動の推進」「『時を守り　場を清め　礼を正す』の徹底」が本校の特色である。これらの特色をより強固にしながら、ますます『えがお　かがやく　高小の子供』を育てる。

〇「時を守る」・・・「時間を守る」　　〇「場を清める」・・・「整理整頓をし、清潔にする」　　〇「礼を正す」・・・「相手を尊重し、礼儀正しくする」　　〇「時・場・礼」の基盤・・・「早寝早起き朝ごはん」「高小流あいさつ」

学校名 佐賀市立高木瀬小学校

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者中間評価 最終評価 学校関係者評価

こころ部
梶浦
向井
江頭美

５　総合評価・

　　次年度への展望

・中間評価では、１４項目のうちＡ評価は６項目、Ｂ評価は８項目であったが、最終評価では、Ａ評価は８項目となり、２項目が高評価となった。中間評価での取組反省を生かして、現状を変えようとする教職員の意識化と具体的な改善（強化）策が図られたためと考える。提案する部会単独での努力ではなく、チームとして全職員が
取り組むことの大切さを実感できた。
・本校の特色である「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」は、良き伝統・習慣として定着している。また、国語科の校内研究として１年目であったが、教材研究に熱心な教職員が多く、学び部提案を基にした授業作りを積極的に取り組んだことで、児童の学力向上に大きな成果を得ることができた。
・学校生活ではある程度達成できている「自主学習」「履物そろえ」が、家庭生活ではなかなか実践できていない。また、相手を尊重した「さん付け」は、児童・保護者とも評価が低い傾向にあった。学校での取組内容について、より多く・より詳しく保護者に対して情報発信を行い、理解と協力を得ることが必要である。今後は「いつで
も・どこでも・だれにでも」をキーワードとして位置づけ、学校・地域・保護者が取組を共有できる体制を強化してきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・１３項目のうち，Ａ評価は４項目，Ｂ評価は８項目，Ｃ評価は１項目という結果となった。

・学校目標の達成に向けて，全職員の知恵を結集し，手立てを更新し，さらに高みを目指していきたい。一番の課題は，超勤時間の削減である。早く帰ろうという意識はあるが，実際に業務が終わらない。丁寧にしようとすると超勤が増える。これまで以上に計画的に業務を行うことや見直しが必要だ。

２　学校教育目標
えがお　かがやく　高小の子供

～「時を守り　場を清め　礼を正す」～

重点取組


